
 

10%ポビドンヨード液含浸綿球

あらかじめ薬液が含浸されていますので、トップシールを
開封後、すぐにご使用頂けます。

万能壷の洗浄・滅菌・薬液調製等の必要が無くなり、
業務の省力化が可能です。

１処置１アイテムで使い切りなので、衛生的です。

容器はPP及びPPF※を使用し環境面にも配慮しています。
（※ポリプロピレン＋タルク；含水ケイ酸マグネシウム）

ＣＶＣ挿入部の消毒、透析の穿刺部の消毒、胃瘻チューブ

挿入部の消毒、末梢静脈カテーテルの穿刺部の消毒など

使用
用途

使用方法

開封します。

STEP① STEP② STEP③

中身を取り出します。 皮膚に塗布します。

※使用期限：２年（容器等に記載）

※開封後は速やかにご使用いただき１回限りの使用にしてください。

【薬液含浸量】
・No．20　２球入・・9.0mL
・No．20　３球入・・13.5mL

1．業務の省力化

2．感染防止対策

3．簡便性

4．エコロジー

10％ポビドンヨード液を含浸した綿球で、トップシールを剥がすだけで、
消毒用綿球としてそのままご使用いただけます。



【効能又は効果】
手術部位（手術野）の皮膚の消毒、手術部位（手術野）の粘膜の消毒、
皮膚・粘膜の創傷部位の消毒、熱傷皮膚面の消毒、感染皮膚面の消毒
【用法・用量】
１．手術部位（手術野）の皮膚の消毒、手術部位（手術野）の粘膜の
       消毒〔本剤を塗布する。〕
２．皮膚・粘膜の創傷部位の消毒、熱傷皮膚面の消毒、感染皮膚面の
       消毒〔本剤を患部に塗布する〕
【使用上の注意】
１. 慎重投与（次の患者には使用すること）
（１）甲状腺機能に異常のある患者
（２）重症の熱傷患者
２. 副作用
本剤は使用成績調査等の副作用発現頻度が明確となる調査を実施
していない。
（１）重大な副作用
ショック、アナフィラキシーショック様症状（呼吸困難、不快感、
浮腫、潮紅、麻疹等）（頻度不明）があらわれること があるので、
観察を十分に行い、異常が認められた場合には、 直ちに使用を中止
し、適切な処置を行うこと。

【禁忌】( 次の患者には使用しないこと )
本剤又はヨウ素に対し過敏症の既往歴のある患者

【組　成】

※症状があらわれた場合には、使用を中止すること

電話：  06-6942-0451( 代 )

３. 妊娠、産婦、授乳婦等への投与
妊娠中及び授乳中の婦人には、長期にわたる広範囲の使用を
避けること。
４. 臨床検査結果に及ぼす影響
酸化反応を利用した潜血試験において、本剤が検体に混入すると
偽陽性を示すことがある。
【取扱上の注意】
１. 本剤は外用消毒剤であるので、経口投与、吸入、注射、眼及び
　  体腔内（腹腔内、胸腔内等）に使用しないこと。
２. 衣類に付いた場合は水で容易に洗い落とせる。またチオ硫酸
　  ナトリウム溶液で脱色できる。

品　番

2632002 No.20-2 球

No.20-3 球

直径 20mm
2球 / 個
×

24 個 / 箱

3球 / 個
×

24 個 / 箱
直径 20mm2632003

種　類 規　格 包　装 1梱入数

10箱

10 箱

貯法：直射日光を避けて室温保存　　使用期限：フィルムに最終年月記載

10%ポビドンヨード液含浸綿球

頻度不明
発疹等
接触皮膚炎、掻痒感、灼熱感、皮膚
潰瘍、皮膚変色
血中甲状腺ホルモン値 (T3、T4 値等 )
の上昇あるいは低下などの甲状腺機
能異常

種類 /頻度
過  敏  症

皮　　膚

甲　状　腺

（２）その他の副作用

※ご使用される前に必ず添付文書をよく読んでご使用ください。

※詳細は各営業にお問い合わせください。

調剤包装単位コード 販売包装単位コード 元梱包装単位コード

(01)04958286331188 (01)14958286330935 (01)24958286330932

(01)04958286331195 (01)14958286330942 (01)24958286330949


